






























































































































の建物に関する注もここに分類した。主に蘇軾がその土地を訪れた 作った詩や 贈答 が居る場所について触れた詩のなかにみられる。 「渼陂魚」詩（東二、合五）の題注「陂在鄠縣（陂
　
鄠県に在り） 」は、陂の所在県



























































の食文化について述べ、第四首「毛空暗春澤 鍼水 好語」句の注「蜀人以細雨為雨毛。稲初生時、農夫相語『稲鍼出矣』 （蜀人細雨を以て雨毛と為す。稲初めて生ずる時、農夫相語る『稲鍼出ず』と） 」では蜀の方言、そ てが生え始めたころの農夫たちの嬉しそうな言葉を注 記し いる。
このように、蘇軾が自らの故郷の方言や風俗を、故郷を遠く離れた地で作った詩のなかに用い、それを自注で説






























不蹶。以為鼎則不足。疑其飲器也。胡有詩、荅之」詩では、古い銅器に書かれた文字について「不如學鴟夷盡、日盛酒真良計」句の注で「有古篆五字、不可識（古篆五字有り、識 べからず） 」と篆字が刻まれているが読めなかったという 「鳳翔八觀
　
石鼓」詩（東一、合四）では、 「我車既攻馬亦同、其魚維鱮貫之柳」に注して「其詞云































噂沓多く、且つ復た諸孫を尋ぬ』 ） 」では杜甫の詩句から、 「再用前韻」詩（東十六、





























谷宿於南山中蟠龍寺」詩（東一、合四） 「横槎晩渡碧澗口、騎馬夜入南山谷」句の「谷」の音を説明し、 「音浴」というような注がほとんどであるので 今回は特 言及しない。
これまで分類してきたもののなかには、単なる備忘録やメモ書き程度の注が多く含まれる。しかし、蘇軾のみが











































































































で示すのではなく、今となってはもうたった五人しか残っていないのだといい、同年の王介の死に対する深い悲しみがほのめかされている。すでに詩のなかで「出處陞沉十年後、死生契濶幾人存」と、今となっては死別したものも多く、誰が今生き残っているのだろうかと言っているが、自注の形をとり「今惟富鄭公 張宣猷、錢純老、及余與舎弟在耳」と記 ことによって、彼を失った蘇軾の寂しさ 詩に付け加えられ、賢良に挙げられた十五人が皆存命だった頃との対比 際立っている。
以上本節で述べてきたように、これらの注は、備忘のための情報 記した注と比べて、蘇軾がより意識的 し






















































































(a) 有关苏轼自身的注 (b) 有关他人的注 (c) 有关地方的注 (d) 有关风俗的
注 (e) 有关文物的注 (f) 有关典故根据的注 (g) 关于发音注释的注
在这些题注中，包含了很多属于备忘录或是简单的要点记录似的诗语说明
等的内容。可是在对苏轼自注的分类中，能够发现，自注中记录的情报有呈
现复杂化并涉及多反方面的内容从而难于分类。同时附加自注的行为，并不
是停留在单纯的情报的备忘记录和要点记录上，亦能够看到有的自注与作者
的心情密切关联，从而进一步加深了诗的内容。
象这样的自注，与记录内容简单的自注相比，可以认为是苏轼有意识附加
的。通过对诗作本文中未能言尽的东西进行详细的自注记录、或是附加叙述
作者自身心情的题注，试图增强诗中所描述的内容向读者传达的效果。
